
平成28年3月1日

　

【工事事故（速報）発生状況】 （H28.2.29現在）

平成27年度（今年度）

平成26年度（昨年度）

注1）上記は、関東地方整備局管内の工事事故発生件数（速報）を示す。
注2）「1月発生件数」は、2/1～2/29の間に起きた件数。（月毎分）
注3）「累計件数」は、4/1～3/31の間に起きた件数。（累計分）
注4）「死亡者数」・「負傷者数」は、4/1～3/31の累計人数を示す。
注5）平成27年度の数字は「速報」であり、審査の結果、「不問」になる可能性がある。
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工事事故（速報）の情報提供について

　工事の安全管理には、日頃から万全を期していただいているところでありますが、こ
の度、残念ながら別紙に示す工事事故が発生しました。
  各事務（管理）所の工事現場において、このような工事事故が再び発生することのな
いように工事事故概要を皆様にお知らせいたします。
　本資料を活用し、受注者を適切にご指導頂き、再発防止に努めて頂きますようお願
いいたします。
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●平成２７年度　工事事故発生状況（発生形態別）

（参考）工事事故のうち、「「その他公衆損害」における車両管理業務等の車両の自損事故」を除く事故件数
　　（車両管理業務等の車両の自損事故を除いた工事事故件数）

平成23年度 累計
(月毎)

平成24年度 累計
(月毎)

平成25年度 累計
(月毎)

平成26年度 累計
(月毎)

平成27年度 累計
(月毎)

■問合せ先：企画部　技術調査課  遠藤・古賀　　（TEL　０４８－６００－１３３２）
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‥Ｈ２７年度重点的安全対策項目 



別紙－１
発生日時 平成 28 年 2 月 3 日 （ 水 ） 22 時 0 分
工事情報
被災の状況

事故概要 バックホウによる掘削中に情報ボックスの本体管に接触し、ボディー管・さや管を損傷させたも
の

道路系事務所　　維持修繕工事
性別 年齢 職種 被災の程度

- - - 情報ボックスのボディ管・さや管等損傷

公衆損害－地下埋設物損傷 

事故発生状況 事故発生状況 

・既設舗装版（15cm）の撤去後、路床置換を行うため掘削作業を行っていた際、
情報ボックスボディ管（Φ250）及び内部のさや管（Φ50）1本を損傷 
 
・事前に埋設物調書で埋設管の位置を確認していた 
 
・埋設管の約１０ｃｍ上付近まで、通常の掘削作業を行ったが、保護砂が確認で
きなかったためバックホウで慎重に掘削していた 

【事故発生原因】 
・事前の試掘などの地下埋設物に対す
る安全管理が十分に実施されていない。 
など     

【事故防止のポイント】 

・作業前に試掘、管理者の立会など

の地下埋設物に対する安全管理を

徹底する。 

など 
 

保護砂がないことからバックホウ

にて慎重に掘削していた 



別紙－２
発生日時 平成 28 年 2 月 4 日 （ 木 ） 4 時 40 分
工事情報
被災の状況

事故概要 建柱車のブームを格納する際に街路灯(国道管理)間を繋いでいる架空線と接触し損傷

道路系事務所　　電気設備工事
性別 年齢
－ 街路灯１基不灯－ －

職種 被災の程度

公衆損害－架空線・標識等損傷 

事故発生状況 事故発生状況 

【事故発生原因】 
・架空線に対する安全対策不足 
  など  

【事故防止のポイント】 

・現地状況をよく確認し、三角旗の設置 

などを行い、作業員へ注意喚起を徹底 

する（必要に応じ防護カバーを設置） 

 など  

・機側装置取付を行うにあたり、建柱車の位置Aがカメラポールが障害となることが

判明し、B地点に変更した。（現場にて協議） 
・オペレータは建柱車のフックが、作業者および機側装置に接触することを回避す

るために、合図者の指示が無いまま自己判断で建柱車のブームを起こし、縮めな

がら旋回する操作を行った際に、ブームが街路灯引込線に接触し、損傷した。 


	改善案

